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域
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岸
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定
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お
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�

基
点
五
か
ら
百
四
十
四
度
五
十
三
分
十
六
秒
九
・

七
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

基
点
七　
　
　

�

基
点
六
か
ら
二
百
二
十
六
度
四
十
九
分
五
十
一
秒

三
〇
一
・
一
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

基
点
八　
　
　

�

基
点
七
か
ら
百
三
十
六
度
四
十
七
分
十
二
秒
一
・
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既既
指指

定定
海海

岸岸
保保

全全
区区

域域

指指
定定

海海
岸岸

保保
全全

区区
域域

東
京
港

東
八
潮

台
場

二
丁

目

青
海
一

丁
目

東
八
潮

　　
　　

当当
該該

海海
岸岸

保保
全全

区区
域域

　　
　　

海海
岸岸

保保
全全

区区
域域

凡凡
  例例
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◉
東
京
都
告
示
第
二
百
二
十
号

東
京
都
海
上
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
条
例
第
百
七
号
）

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
立
海
の
森
公
園
の
区
域

及
び
面
積
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

区
域　

別
図
の
と
お
り

二　

面
積　

変
更
前　

六
六
九
、
四
五
六
・
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　

変
更
後　

�

一
、
二
六
七
、
三
九
六
・
二
四
平
方
メ
ー
ト

ル

三　

変
更
年
月
日　

令
和
七
年
三
月
十
五
日

別図

100 5000

m

第二航路

海底トンネル

海の森三丁目

中防大橋

海の森

トンネル

海の森公園

既開園区域

今回開園区域

海の森二丁目海の森一丁目
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◉
東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
二
号

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
に
係
る
増
殖
方
法
及
び

増
殖
す
べ
き
量
等
に
つ
い
て
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
一
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　

東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長　

安　

永　

勝　

昭

◉
東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条

第
一
項
及
び
第
百
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
の

区
域
に
お
け
る
コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ
シ
キ
ゴ
イ
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
放
流
、
持
ち
出
し
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

た
だ
し
、
採
捕
し
た
コ
イ
を
そ
の
場
で
放
流
す
る
場
合
を
除
く
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　

東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長　

安　

永　

勝　

昭

（
放
流
の
制
限
）

一　

東
京
都
の
区
域
の
公
共
の
用
に
供
す
る
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接

し
て
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
は
、
公
的
研
究
機
関
が
試
験
研

究
の
た
め
に
行
う
場
合
を
除
き
、
コ
イ
の
放
流
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
。

（
持
ち
出
し
の
禁
止
）

二　

東
京
都
の
区
域
の
公
共
の
用
に
供
す
る
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接

し
て
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
は
、
そ
の
水
系
か
ら
コ
イ
を
持

ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委

員
会
が
承
認
す
る
場
合
、
東
京
都
が
疾
病
の
た
め
の
検
査
を
行
う

場
合
及
び
焼
却
・
埋
却
等
処
分
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

（
遺
棄
の
禁
止
）

三　

生
死
を
問
わ
ず
、
東
京
都
の
区
域
の
公
共
の
用
に
供
す
る
水
面

及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面
に
コ
イ
を
遺
棄
し
て
は

な
ら
な
い
。

（
有
効
期
間
）

四　

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
二
百
二
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
立
海
の
森
公
園　

東
京
都
江
東
区
海
の
森
三
丁
目

二　

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

海
の
森
公
園
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ　

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
一
丁
目

十
六
番
十
五
号　

西
武
造
園
株
式
会
社
内

三　

指
定
の
期
間

令
和
七
年
三
月
十
五
日
か
ら
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
二
百
二
十
二
号

東
京
都
海
上
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
条
例
第
百
七
号
）

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
立
海
の
森
公
園
に
設
置

す
る
有
料
施
設
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

名
称　
　
　
　

東
京
都
立
海
の
森
公
園
駐
車
場

　
　

規
模　
　
　
　

八
、
八
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　

供
用
開
始
日　

令
和
七
年
三
月
十
五
日

二　

名
称　
　
　
　

海
の
森
公
園
の
海
上
公
園
係
船
施
設

　
　

規
模　
　
　
　

�

延
長
四
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
〇
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
水
深
Ａ
Ｐ

四
・
○
○
メ
ー
ト
ル

　
　

供
用
開
始
日　

令
和
七
年
三
月
十
五
日

告
　
　
　
示
（
内
水
漁
管
）
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免
許
番
号

魚
種

産
卵

場
造

成

あ
ゆ

1
,5
0
0
k
g

1
0
～
1
5

ｇ

に
じ
ま
す

7
,1
0
0
k
g

1
0
0

ｇ

奥
多
摩
漁
業
協
同
組
合

や
ま
め

3
,6
0
0
k
g
1
0
0
～
1
0
5

ｇ

稚
魚

1
3
0
,0
0
0
尾

2
ｇ

卵
1
7
0
,0
0
0
粒

い
わ
な

1
1
5
k
g
1
0
0
～
4
0
0

ｇ

氷
川
漁
業
協
同
組
合

卵
1
0
,0
0
0
粒

こ
い

1
3
箇
所

ふ
な

2
5
k
g

5
0

ｇ

う
ぐ
い

1
3
箇
所

（
１
箇
所
１
０
㎡
以
上
）

か
じ
か

5
箇
所

（
１
箇
所
１
０
㎡
以
上
）

あ
ゆ

1
0
k
g

1
0

ｇ

に
じ
ま
す

2
5
0
k
g

1
0
0

ｇ

奥
多
摩
漁
業
協
同
組
合

や
ま
め

2
0
0
k
g

1
0
0

ｇ

卵
1
0
,0
0
0
粒

こ
い

3
箇
所

ふ
な

5
k
g

5
0

ｇ

う
ぐ
い

6
箇
所

（
１
箇
所
１
０
㎡
以
上
）

か
じ
か

3
箇
所

（
１
箇
所
１
０
㎡
以
上
）

あ
き
る
野
市
養
沢

あ
ゆ

1
,4
0
0
k
g

3
0
～
5
0

ｇ

１
３
１
１
番
地

2
,6
0
0
k
g

1
～
7

g

秋
川
漁
業
協
同
組
合

に
じ
ま
す

1
,5
0
0
k
g

1
0
0

ｇ

や
ま
め

7
,2
0
0
k
g

9
0

ｇ

稚
魚

5
0
,0
0
0
尾

2
ｇ

卵
1
3
1
,5
0
0
粒

こ
い

1
8
箇
所

ふ
な

2
0
0
k
g

2
0

ｇ

う
ぐ
い

1
0
5
箇
所

お
い
か
わ

（
１
箇
所
１
０
㎡
以
上
）

う
な
ぎ

7
5
k
g

5
0

ｇ

か
じ
か

3
0
箇
所

（
１
箇
所
１
０
㎡
以
上
）

あ
ゆ

2
9
0
k
g

2
5

ｇ

こ
い

8
箇
所

多
摩
川
漁
業
協
同
組
合

ふ
な

1
9
0
k
g

2
0
0

ｇ

う
ぐ
い

8
箇
所

お
い
か
わ

（
１
箇
所
１
5
㎡
以
上
）

う
な
ぎ

4
0
k
g

4
0

ｇ

あ
ゆ

5
0
k
g

2
5

ｇ

こ
い

5
箇
所

ふ
な

1
4
0
k
g

2
0
0

ｇ

う
ぐ
い

6
箇
所

お
い
か
わ

（
１
箇
所
１
5
㎡
以
上
）

う
な
ぎ

3
0
k
g

4
0

ｇ

あ
ゆ

4
0
k
g

2
5

ｇ

２
５
番
地

に
じ
ま
す

8
0
0
k
g

8
0

ｇ

多
摩
川
漁
業
協
同
組
合

8
5
k
g

1
,7
0
0

ｇ

や
ま
め

1
2
0
k
g

1
0
0

ｇ

稚
魚

1
0
,0
0
0
尾

2
ｇ

卵
1
5
,0
0
0
粒

八
王
子
市
上
恩
方
町

こ
い

4
箇
所

ふ
な

8
0
k
g

2
0
0

ｇ

恩
方
漁
業
協
同
組
合

う
ぐ
い

1
1
箇
所

（
１
箇
所
１
０
㎡
以
上
）

う
な
ぎ

2
0
k
g

4
0

ｇ

か
じ
か

5
箇
所

（
１
箇
所
１
０
㎡
以
上
）

内
共
第
４
号

府
中
市
府
中
町
二
丁
目

内
共
第
５
号

１
３
５
３
番
地

府
中
市
府
中
町
二
丁
目

２
５
番
地

内
共
第
３
号

内
共
第
１
２
号

内
共
第
２
号

青
梅
市
御
岳
二
丁
目

３
３
３
番
地

漁
業
権
者
の
住
所
及
び
名
称

放
流

量
一
尾
当
た
り
の
重

量
備
　
考

青
梅
市
御
岳
二
丁
目

内
共
第
１
号

３
３
３
番
地

西
多
摩
郡
奥
多
摩
町

氷
川
1
7
9
3
番
地

免
許

番
号

魚
種

産
卵

場
造

成
漁

業
権

者
の

住
所

及
び

名
称

放
流

量
一

尾
当

た
り

の
重

量
備

　
考

に
じ

ま
す

3
5
0

k
g

1
0
0

ｇ

や
ま

め
1
2
5

k
g

1
0
0

ｇ

小
河

内
漁

業
協

同
組

合
稚

魚
1
0
,0

0
0

尾
2

ｇ

卵
1
0
,0

0
0

粒

い
わ

な
1
2
5

k
g

1
5
0

ｇ

稚
魚

1
0
,0

0
0

尾
2

ｇ

う
ぐ

い
1
箇

所
（
１

箇
所

１
０

㎡
以

上
）

に
じ

ま
す

6
0

k
g

1
0
0

ｇ

や
ま

め
4
0

k
g

1
0
0

ｇ

稚
魚

1
0
,0

0
0

尾
2

ｇ

卵
1
0
,0

0
0

粒

い
わ

な
4
0

k
g

1
5
0

ｇ

稚
魚

1
0
,0

0
0

尾
2

ｇ

う
ぐ

い
1
箇

所
（
１

箇
所

１
０

㎡
以

上
）

や
ま

め
稚

魚
1
0
,0

0
0

尾
2

ｇ

卵
1
0
,0

0
0

粒

い
わ

な
稚

魚
1
0
,0

0
0

尾
2

ｇ

こ
い

稚
魚

0
尾

1
箇

所

ふ
な

1
,0

0
0

k
g

2
5

ｇ

う
な

ぎ
2
0

k
g

2
5

ｇ

こ
い

稚
魚

0
尾

4
箇

所

ふ
な

1
,4

0
0

k
g

2
5

ｇ

う
な

ぎ
6
0

k
g

2
5

ｇ

注
　

こ
い

に
つ

い
て

は
、

コ
イ

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

病
の

ま
ん

延
防

止
の

た
め

東
京

都
内

水
面

漁
場

管
理

委
員

会
が

発
動

し
た

委
員

会
指

示
（
委

員
会

指
示

第
 １

号
）
に

従
い

、
種

苗
放

流
に

係
る

指
示

は
行

わ
な

い
こ

と
と

す
る

。

内
共

第
１

５
号

江
戸

川
区

江
戸

川
内

共
第

６
号

四
丁

目
1
6
番

地
3
6

東
京

東
部

漁
業

協
同

組
合

内
共

第
１

１
号

西
多

摩
郡

奥
多

摩
町

川
野

５
２

９
番

地

内
共

第
９

号

内
共

第
１

０
号
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規
　
　
　
程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二
号

東
京
都
給
水
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日

東
京
都
水
道
局
長　

西　

山　

智　

之

東
京
都
給
水
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
給
水
条
例
施
行
規
程
（
昭
和
三
十
三
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
受
水
タ
ン
ク
以
下
装
置
メ
ー
タ
設
置
（
新
設
・
改
造
・
撤
去
）
承
認
申
請
書

受
水
タ
ン
ク
以
下
装
置
メ
ー
タ
設
置
（
新
設
・
改
造
・
撤
去
）
調
書

」
を

「
メ
ー
タ
設
置
承
認
申
請
書

受
水
タ
ン
ク
以
下
装
置
メ
ー
タ
設
置
承
認
申
請
書
兼
工
事
調
書
」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
告
示
第
一
号

昭
和
四
十
六
年
東
京
都
水
道
局
告
示
第
十
五
号
（
東
京
都
水
道
局
出
納
取
扱
金
融
機
関
及
び
収
納
取

扱
金
融
機
関
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日

東
京
都
水
道
局
長　

西　

山　

智　

之

二
収
納
取
扱
金
融
機
関
の
表
㈠
納
入
者
か
ら
公
金
を
収
納
す
る
事
務
を
行
う
機
関
の
部
株
式
会
社
七

十
七
銀
行
の
項
、
株
式
会
社
廣
島
銀
行
の
項
及
び
株
式
会
社
肥
後
銀
行
の
項
を
削
り
、
同
部
株
式
会
社

あ
い
ち
銀
行
の
項
中
「
同
」
を
「
東
京
都
に
所
在
す
る
店
舗
」
に
改
め
る
。

公
　
　
　
告

市
街
地
再
開
発
組
合
の
理
事
長
の
変
更
に
つ
い
て

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京
駅

前
八
重
洲
一
丁
目
東
Ａ
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
か
ら
次
に
掲
げ
る
者
に
理
事
長
を
変
更
し
た
旨
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

氏
名

東
京
建
物
株
式
会
社　

代
表
取
締
役　

小
澤　

克
人

二　

住
所

中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
九
番
九
号

消
防
法
に
基
づ
く
命
令
の
公
告
に
つ
い
て

消
防
法
（
昭
和
23年

法
律
第
186号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
17条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
命
令
を
行
っ
た
の
で
、
同
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
５
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
告
す
る
。

令
和
７
年
３
月
14日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
消
防
庁

赤
坂
消
防
署
長
　
清
　
武
　
直
　
志

１
　
防
火
対
象
物
の
所
在
地

港
区
赤
坂
二
丁
目
13番

17号

２
　
防
火
対
象
物
の
名
称

シ
ン
ト
ミ
赤
坂
第
２
ビ
ル

３
　
命
令
を
受
け
た
者

株
式
会
社
伸
富
開
発

代
表
取
締
役
　
徳
山
　
秀
雄

４
　
命
令
事
項

⑴
�　
令
和
７
年
５
月
16日

ま
で
に
、
２
の
防
火
対
象
物
の
３
階
に
避

難
器
具
を
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
設
置
す
る
こ
と
。

⑵
�　
令
和
７
年
５
月
16日

ま
で
に
、
２
の
防
火
対
象
物
の
４
階
に
避

難
器
具
を
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
設
置
す
る
こ
と
。

⑶
�　
令
和
７
年
５
月
16日

ま
で
に
、
２
の
防
火
対
象
物
の
５
階
に
避

難
器
具
を
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
設
置
す
る
こ
と
。

５
　
命
令
年
月
日

令
和
７
年
１
月
16日
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